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資料室

最近の地学関係の文献の増大ぶりは周知のように

すさまじいものがあります.それに伴って情報を適

確に把握することの重要性がますます大きくなっている

と同時に個人的な努力だけでは関係情報の把握が困難

の度を加えもはや個人の能力を越えつつあると言って

よいでしよう.

わが国はもちろんのこと世界各国でも地学関係情

報の収集･処理･広報に苦心しその解決の方向として

地学情報収集･処理･広報総合機関の設立や既設地学関

係研究機関での当該部門の新設･拡充が行なわれてきま

した.

たと免ば半官半民の経営として1957年8月に設立さ

れたr日本科学技術庸報センタｰ｣(JICST)国営機関

(ソ連科学アカデミｰ所属)として1952年に設立され

1955年に改組･拡充された｢ソ連科学技術庸報研究所｣

(VINITI)世界最初の科学情報誌として1830年から

｢Phamaceut1schesZentra1bIatt｣を出した歴史を基礎に

変遷を重ねて1963年に確立した東ドイツの｢Staatssek･

retariat趾ForschungmdTechnik｣1963年に準備

を開始して1965年に活動を始めたキュｰバの｢科学･技

術ドキュメンテイション･情報研究所｣(キュｰバ科学

アカデミｰ所属)は前者の例でありフランスの｢Centre

Nationa1de1aRechercheScientique｣とBRGMの協

力による場合は後者の例と言えるでしょう.

地質調査所資料課図書係が1965年に資料室に改組･拡

充され情報処理･広報を正規事業の一環にくり入れた

ことは後者の例に入るかも知れません.

以上のようだ動きの中で各機関･各部門が発行して

いる情報掲載誌紙は世界全体で数えきれるものではあり

ません.しかしそれ専門のものとなると限られてき

ますしたとえぱ各学会誌の抄録論文の実際的には全部
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が専門抄録誌に採録されていて全世界で一年間に発表

される地質学関係論文の80%か一種類!2冊(ほかに索引

2冊)に抄録されているという便利柱ものも発行されて

います.それなのに利用の状況は香しくありません､

言葉の問題があるとはいえ非常にうまく活用している

人と全く利用する才覚を棄て去っている人との落差が目

について仕方ありません.

そこで有効利用を強く望む立場から現在地質調査

所資料室に入ってきている文献抄録専門誌にっいてお知

らせする気になったわけです.

1)科学技術文献速報:金属工学･鉱山工学･地球の

科学編:日本科学技術情報センタｰ発行:半月刊:30x21

c㎜,240p.前後(肩本文)(第1図)

この抄録誌の特徴は何と言っても抄録と索引が日本語

で行なわれていることにあります.さらに言えば内

外の主な関係雑誌はほぼもれなく採録の対象になってい

ること世界の地質文献抄録誌の中では速報性のあるも

のに入ること複写と翻訳の体制を遅いながら備えてv･

ることSDIサｰビスによって緊急汝対応を可能にして

いることIRができることなども特徴となっています.

｢地球の科学｣部門での分類項目(18巻17号の場合)は

堆球科学一般(地球化学一般太陽系の科学)地形学

(地形学)地球化学(地球化学一般気圏の地球化学

水圏の地球化学岩石･鉱物の地球化学)地質学(各

種探査法地域地質構造地質学たい積学層位学･

地史学･古地理学古生物学鉱物学岩石学鉱床学)

地球物理学(測地学地球内部物理学･地震学地球電

磁気学･超高層物理学気象学･気候学海洋学水文

学プとなっていて年間抄録論文数は14,000-!6,000

程度であり1論文の抄録字数は最大270字標題だけ

の場合もあります.

かつて珪藻土(diato狐)を双原子(dLatomと解した

?)と記したという壮絶な誤訳があったそうですが全

般的にはチェックがゆきとどいているように思われます.

2)科学技術文献速報:化学･化学工業編(国内編):

日本科学技術庸報センタｰ発行:半月刊:30x21cm,220

p.飾後(日本文)(第1図)

前記のr金属工業宙鉱山工業1地球の科学編｣と同じ

方式と特徴を備えた抄録誌ですが取り扱い分野は1976

年2月16目受入れの第49巻第11号の場合化学一般物

理化学分析化学無機化学有機化学高分子化学

生化学薬学農芸化学化学工学化学工業一般無

機化学工業窯業有機化学･燃料工業食品工業発

酵工業油脂･洗剤･化粧品工業ゴム･プラスチック

工業色材･接着剤工業繊維工業紙･パルプ･木材

工業写真化学工業皮革工業雑貨工業となってい

ます.

もともとこの分野における草分けは財団法人目本

化学研究会(仙台)の手により日本化学総覧として発

行されたことにはじまります.この第1集(明治15→

大正15)第2集(昭和2→昭和38)として発行されてV'

たものを日本科学技術廣報センタｰカミ吸収し昭相33

年から同センタｰで発行してv'た科学技術文献速報化

学･化学工業編に合併し今日に至ったものであります.

ちなみに日本化学総覧昭和25年第2集第24巻に記載

されている記録によると抄録誌616種抄録員206名

と狂っており当時としては先見的であり画期的であっ

たこの事業があったればこそ今日の日本における化学

工業技術の発展につなかったと言うことカミできると思い

ます.

3)海外ウラシ鉱業情報抄録:動力炉･核燃料開発

事業団:月刊:25x18.5cエn,10p.前後(日本文)(第2

図)

この資料は発行者自身の説明によるとr……海外に

おけるウランの探鉱･開発･生産状況需給の見通しを

部内に紹介し参考に供するため作成したもの｣です｡

ファイル孔を打った上さらに片面刷のカｰド型式を採

用した体裁のユニｰクな抄録誌で抄録字数は最大400

手となっています｡採用された情報はアメリカに関す

るものが50%と吃､一二jとも多く社会主義国に関するもの

は3%にも達してい塞せん.�
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4)原研研究成果抄録集:日本原子力研究所発行:月

刊:30x21cm,10p.前後(日本文)(第3図)

前述の3種の抄録誌は国外ないし国内外の文献を取扱

ってい業ナ､しかしこの抄録誌は次の抄録誌と同様に

1つの機関に属する研究者の発表論文に限って抄録して

いるといろのが特徴です.抄録字数は最大390字1

つの集に30-40編採用され作成担当は技術情報部情報

資料課でこの抄録に掲載された論文の原文を入手した

い場合には財団法人原子力弘済会の情報サｰビス事業

部(原研内)に申込めばコピｰして送ってくれます(有

料).

5)京都大学工学研究:京都大学工学部発行:年刊:26

×18cm,380p.前後(目文と英文)(第3図)

これは京都大学工学部の23教室･3研究施設に属する

人々が1暦年間に発表した論文の抄録を主体に現在の

研究テｰマ回じ1暦年間に出版した専門書の標題と著

者･発行所のリストを加えた出版物です.1抄録当り

字数最大480は手頃てしょう.講演の場合は要旨集に

記録されたものが採用され要旨集に載っていないとカ

ットされているようです.

なお民間の研究所だとえば旭ガラスなどでも同様

扱方式の抄録誌を年刊として発行しています.

6)Geote¢h皿i6alAbstra6ts:soi1工nechanics,foundation

engineering,rockエnechanics,engineeringge0109y:

Ger]]ユannationa1societyofsoi1mechanicsand

foundationengineering:月刊:30.5x25.5cコロユ,20p.前

後(英文)(第4図)

これは標記4分野の世界の論文をGenera1engineer･

inggeo10gySiteinvestigationsSOi1prOpe】=ties

��牡瑯特慮������楮慴楯�����晳��

���敲楮杰��������牴����牡瑯特

and丘e1ddeterminationsAna1ysisofrock-engineeエｰ

楮杰���獄��測����瑩潮慮��慶楯�

ofengineeringwor長sConstructionmethodsand

�畩���湯睡�楣�散���慮�湧楮�爭

in9の10種に分け両面刷のカｰド型式で抄録した雑誌

です･したがってこれからカｰドを作るには一度コ

ピｰしてからでないと困るわけです.でも資料室所蔵

のものはいずれにしてもカｰドにするにはコピｰし

なくてはなりませんが.

7)X･蝸y皿1山｡res6e1meSPe砒mmet町Abo伽舳t8:

PRMscience&techno1ogyagencyLtd.発行:季刊:

24x15.5cm,35p.前後(英文)(第5図)

これはX線螢光分析の理論･装置から応用にいたる世

界の諸論文をTheoryInstrumentationExpe工imenta1

�捨��略��������獃�浩�特�����

�牡浩�捥浥�慮摧���捨湯���漱�楣�

獣����漱�楣�獣����癩�����捩�捥�

MiSCe11aneOuSに分け抄録した雑誌です.採録論文

数は1冊110編程度で抄録文の語数は最大180語前後

となっています.あらゆる国の重要論文を選択するこ

とに努力しているようですが原論文が発表されてから

この抄録文が入手できるまで早いものでも10ヶ月遅い

場合には2年も経過しているのは気に怒ります.しか

し東欧諸国やソ連の関係文献の内容を英文でのぞき見れ

る点は有益てしょう.

第4図

第5図�
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8)Ga8Chrom挑｡gra曲y･皿a胴Spectmme伽yA止一

8t胴6ts1PRMscience&techno1ogyagencyLtd.発

行:季刊124×15.5c㎜,300p.前後(英文)(第5図)

1976年1月6目受入のyo1.6,No.4(1975)による

と抄録論文数は203編1抄録文の語数は240語前後

でイギリスアメリカカナダソ連ポｰランドな

ど16ヶ国(日本6編)の論文が採用されています.そ

して論文内容にもとづいてInstrumentationandtech･

niqueEn∀ironmenta1scienceAgエicu1tura1chemistry

FoodchemistryBiochemistエyC1inica1chemistエy

OrganicchemistryGeochnユistエyReviewConference

reP0王tsに分類され項目索引と著者索引が付されそ

の点は7)よりも親切です.日本の6編はいづれも英

文で書かれた原文から抄録されており次記の場合とは

異なっています.採録者の問題なのでしょうか.

9)Ato皿i6Abgo叩tiomand亙mis簑ionSPectromet町

Ab8t醐曲:PRMscience&technoIogyagencyLtd.

発行:partB,隔月刊:24x15.5cm,100p.前後(英文)

(第5図)

これは1973年のVo1.5,No.6までrAtomicabsorpt-

ionand丑ameemissionspectroscopyabstracts｣とし

て1974年Yo1.6,No.1からrAtomicabsorption

andemissionspectromet工yabstracts｣として刊行されて

いた抄録誌で1975年のVo1.7のNo.1からPartA

とpartBに分冊改編されて地質科学の分類が新設され

たもの(PartB)です.1975年のVo1.7のNo.2で

はTheoryInstrumentationExperimenta1technque

��������������浩���摩��楮楣�

第6図

じhemistry,pharmaco1ogy&toxico1ogyAgricu1tura1

&foodscienceMetaユ1urgyForensicscienceIndu-

�物�捨�楳��楯����捩�捥���楣�獣���

��捨�楳�礬浩�牡���整������楮敲�

1ogy&soi1science)Enviエ｡nmenta1sciencesReviews

Archeo1ogyに分類･紹介してあります.各冊とも末章

に元素索引があって使用に便です.抄録は最大180

ワｰド前後にまとめられ通常150程度の論文が取り扱

われこのNo･2での紹介論文には日本語からのものが

7編掲載されています.

10)N皿618趾S6i帥｡eAも9t1a6ts:UnitedStates,Energy

ResearchandDeve1opmentAdministration発行:半

月刊(年2巻名12冊):27.5x21.5cm,各冊400p.前

後(英文)(第6図)

第7箇

1976年2月23目受入れのVoL32のN(〕､

8ぽよるとC豆肥1がstryColユt工｡nec正ther･

mo肌1c/朗rrese舳｡kE1鳩i1ユeer三ngEIw三一

rOI玉鵬nta王an(leartlHCle夏ユCeShStm㎜創一.

tatlo孤Isot(〕Pe鼠nd肌1iatlo籔so皿rces

tech狐｡王｡gyLi抽sc王encesMater三alsNu一

･1鮒m搬･i･1い肌･1欄･tい工･汕榔m鋤t

Part三｡帖麦1cce王鉗atorsphysicsR登鮒ζor

tec}狐｡玉｡gy&nぺre駅1/ationGe雌ra1凱nd

mi搬/1ane㎝sに論文を大別しウラン鉱

物･鉱石･鉱床に関してはE1Wim亘〕leni1a1

and鮒thSCie;ユ･燃ク)中で敗り扱われ抄

録語数は33(1語を最大としています由抄

録に採用されている文献は国も限定せず�
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目本語の文献からも抄録されています.たとえば抄録

番号19703は｢U工aniumcontentinnatura1water.DoI,

K.;A0YAMム,Y.(PowerReactorandNuc1earFue1

�癥����������慰慮��潺慮�楳栬

tsu;No.5,35-45(1973).(inJapanese)でこの抄録

文の場合は原著者のアブストラクトそのものの転載です

がすべて転載の抄録文ばかりというわけではありません.

11)C眺8micAb3tr里｡加1A皿ericanCeramicSociety発

行:月刊(ただし合併号が多い):28×21cエn,各冊50p.

前後(英文)(第6図)

世界のセラミックス領域の主要論文(学術雑誌だけで

なく単行本も含めて)を抄録した抄録雑誌.抄録者は

I･A･AKsムYら54人でそのメンバｰの中には岸井徹

曽宮茂行(音訳)という2人の日本人が含まれています.

抄録分類は1976年の第55巻第1-2号でみると研磨材

など16項目と単行本の計17項目に区分され原著論文に

付された要約にこだわらず抄録し直すことを原則にし

てまとめられています.抄録文の語数は440語から0

まですなわち文献題目著者雑誌名･巻号･頁だけ

のものまでさまざまです.原著の使用語が紹介して狂

いのは一つの欠点といえましょう.各論文の標題がす

べて英訳してあるので原著がすべて英文と誤解される

のでは狂いかと思われます.なお各項目ごとに当該

分野での特許事項がまとめてあるのは親切な取扱いとい

えましよう.

12)醐阯｡g胞phyan6haexofGeology:TheGeo1o-

gicalSocietyofA皿erica発行:月刊:23x15cm,各冊

250p.前後(英文)(第7図)

この抄録誌は閲覧室の横に並んでいて馴しみ深いか

と思います.全世界の地球科学関係の文献を年間30,0

00編ほど抄録しているという抄録文献の多さや各冊にそ

れぞれ索引が付されているという使いやすさの点で世

界の抄録雑誌の中ではすぐれたものの一つです.しか

し索引を除いて年間1,650p.程度に30,000編わ論文抄録

さらに版がA5に近いので抄録語数カミきわめて少なく

て2行前後にすぎず原論文名の英翻字と英訳雑誌名

と巻号1頁原著使用語図･表の数だけ記されている

場合が多いのは物足りなさを感じます.

13)遍ibHo磐raゆhya皿dS皿bje6せIn唖exo董So似亡hAfri一

湿a皿G㊧olo醐:Geologica1SurveyofSouthAfrica:

年刊:21×15㎝･,160p.前後(英文)(第7図)

これは南ア共和国の地質学者が発表した論文を1年間

分まとめて抄録したもグ)で取扱い対象地域が南アフリ

カに限っているわけではありません.版が小さいとは

いえ抄録語数はO.δ一五｡5P.を占めるほど多くした

がって抄録論文数は260編前後にすぎません,面白い

のは抄録の集め方ですべて原著者が自分で抄録して呈

出したものばかりです.原著者が抄録を呈出しない場

合は論文の標題匁どカミ記されているだけでその数も

260編の中で決しで少なくありません.原著の発表年

からすると2年前後のズレがあるようです･索引は

対象索引だけですから少し使い難いように思われます甜

14)A苅n①t枇ed酬Mio9胴曲yaMIM眺｡f眺e

GeologyofZ8m肘a:Geo1ogica1SurveyofZaエnbia

発行:隔年刊:40p.前後25×18p､(英文)(第7図)

この抄録誌はザンビアを中心にその隣接地方を含めて

その地質を対象にした地球科学的粧研究論文を集め抄

録したもので抄録論文数は90-100抄録語数は最大

600語とか勾り詳しく採録されています.しかし利

用雑誌はEconomicGeo1ogyなどアメリカ･フランス

･イギリス･北欧とザンビアの計22種にすぎずとても

ザンビアとその近隣の地質･鉱床に関する文献を網羅し

ているとはいえません.それでもこのような地域別抄

録は役に立つものと思われます.索引が項目別だけで

祖く地区別にもまとめられているのは前述の南アの場

合よりも便利です.(つづく)

～地質調査所の出版物～

･地質調査所月報第27巻第4号

報文

寺島滋:げい光X線分析法による岩石申の塩素およびイオウ

の定量

大森江い･大森貞子:岩石および鉱物中の主成分のけい光X線

分析法一第1法一ガラス円板作成について

丹治耕吉･金谷弘:半導体検出器を用いた鐙光X線分析法の

検討(その1)分解能による検出エネルギｰスペク

トルの変化

大同ヨ良平･神谷雅晴ほか1名:阿蘇火山岩石の14C年代一目本

の地熱活動に関連する第四紀層の14C年代Iト

概報

磯部一洋:福井県小浜湾の底質分布と堆積環境について

資料

モンゴルのカンブリア系燐灰土(岸本文男訳)

新着資料の紹介(資料室)�


